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小樽市総合博物館紀要 35: 9–12, March 20, 2022 

 

飼育下でのアサガオクラゲによるタナイス目甲殻類の捕食 

 

角井 敬知* 

 

KAKUI, Keiichi*, 2022: Predation of tanaidacean crustaceans by Haliclystus tenuis (Cnidaria: Staurozoa) in 

captivity. Bull. Otaru Mus., 35: 9–12.  

I report predation of the tanaidacean crustacean Zeuxo ezoensis OKAMOTO et al., 2020 by a captive individual 

of Haliclystus tenuis KISHINOUYE, 1910 collected from algae in Oshoro Bay, Otaru, Hokkaido, Japan. The 

behavioral sequence was as follows. Immediately after Z. ezoensis touched the tentacles of H. tenuis, the 

latter rapidly folded its arms inward and trapped Z. ezoensis inside the calyx. The tanaidacean was digested 

by six hours after ingestion, except for the exoskeleton, which was ejected from the calyx eight hours after 

ingestion. Although no tanaidacean has previously been reported as prey for Staurozoa, Z. ezoensis is 

abundant on algae inhabited by H. tenuis in Oshoro Bay and would be exposed to predation by H. tenuis in 

the wild. 

 

Key words: behavior, feeding, food web, Oshoro, predator, stalked jellyfish, Stauromedusae, tanaids. 

 

はじめに 

 

十文字クラゲ綱は，柄部という付着器をもち，岩や

海藻・海草表面に付着して生活する固着性のクラゲ類

である．これまでに世界から 50 種（MIRANDA et al., 

2018），日本周辺からは 10 種が報告されている（平野，

2019）． 

十文字クラゲ類は捕食者である．胃内容物の研究か

らは主として小型甲殻類を捕食していると考えられ

（MILLS & HIRANO, 2007），これまでに貝形虫類，カイ

アシ類（ソコミジンコ類，カラヌス類），端脚類（ヨコ

エビ類，ワレカラ類），等脚類，そして十脚類の幼生が

胃内容物として報告されている（ZAGAL, 2004）．甲殻

類以外の餌資源としては，有櫛動物（クラゲムシ類），

環形動物（ゴカイ科など），軟体動物（腹足類，二枚貝

類），双翅目昆虫の幼虫が報告されている（ZAGAL, 

2004; FALCONER, 2013）． 

アサガオクラゲ Haliclystus tenuis KISHINOUYE, 1910

は小樽市忍路湾をタイプ産地とする十文字クラゲ類で

ある．北海道では忍路から網走までの日本海・オホー

ツク海沿岸から報告されている（平野，1986；同論文

中の Haliclystus auricula が相当する．ZAGAL [2004]参

照）．加えて本種と思われる幼若個体が津軽海峡に面し

た尻沢辺（現在の函館市住吉町付近）から報告されて

いる（KISHINOUYE, 1910）．忍路湾の個体群については，

6 月から 9 月にホンダワラ類葉上に出現すること，餌

資源としてヨコエビ類とソコミジンコ類を利用してい

ることが報告されている（平野，1986）．ヨコエビ類と

ソコミジンコ類はいずれも忍路湾のホンダワラ類葉上

に多産する小型甲殻類である（KITO, 1975）．そのほか

の多産する小型甲殻類としてはタナイス目のエゾナミ

タナイス Zeuxo ezoensis OKAMOTO et al., 2020 が挙げら

れる（KITO, 1975; KAKUI et al., 2017; OKAMOTO et al., 

2020）．本種は直達発生を行う動物であり，個体数の多

くなる繁殖期がアサガオクラゲの出現時期を含む 5 月

から 10 月までであることから（KAKUI et al., 2017），ア

サガオクラゲに餌資源として利用されている可能性が

考えられるが，これまでに報告はない．本研究では，

忍路湾で採集したアサガオクラゲによる，飼育下での

エゾナミタナイスの捕食が確認されたので捕食行動と
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消化過程を報告する． 

 

材料と方法 

 

2021 年 7 月 19 日に忍路湾の潮間帯（43°12'33.3"N 

140°51'33.6"E）にて，海藻類の洗い出しで採集したア

サガオクラゲ 1 個体を用いた（図 1A）．エゾナミタナ

イス（図 1B）は 2019 年 9 月 28 日に忍路湾で採集し，

著者の実験室で継代飼育していた個体を用いた．飼育

はアサガオクラゲ，エゾナミタナイスともに明期 14

時間，暗期 10 時間，室温 21度の環境で行った．捕食

実験では，室温 26 度の環境においたアサガオクラゲの

飼育容器に 1 個体のエゾナミタナイスを投入，スポイ

トで水流を起こしエゾナミタナイスをアサガオクラゲ

に近づけた際のアサガオクラゲの行動を観察した．実

験は 1 日 1 回，計 5 回行った．そのうち 1 回について

は捕獲行動の動画を撮影し，捕獲後の消化過程を観察

した．動画は Figshareに登録・公開した（KAKUI, 2021）．

動画からの静止画の切り出しには Microsoft フォトを

用いた． 

 

結果と考察 

 

アサガオクラゲは実験で与えたエゾナミタナイス計

5 個体全てを捕獲，消化し，外骨格を萼部外に放出し

た．1 観察例に基づく捕獲から外骨格放出までの流れ

は以下の通りだった（図 1; KAKUI, 2021）．アサガオク

ラゲに接近していたタナイス（図 1D, E）が触手に触

れると，アサガオクラゲは素早く複数の腕を内側に折

りたたみ，タナイスを萼部内に取り込んで捕獲した（図

1F–J）．捕獲後 10 分の観察時，胃腔内にタナイスが確

認され，胃糸が盛んに動く様子が観察された（図 1K；

図は捕獲後 20 分のもの）．捕獲後 2 時間の観察時，胃

腔内のタナイスは体の後半が半透明な外骨格のみにな

っており，個体全体の 2/3 程度が消化された状態だっ

た（図 1L）．捕獲後 4 時間の観察時，胃腔内のタナイ

スは大部分が消化されていたが，目の色素や頭胸部の

色素など未消化の部分も確認された（図 1M）．捕獲後

6 時間の観察時，胃腔内にタナイスの外骨格が観察さ

れた．捕獲後 8 時間の観察時，タナイスの外骨格は胃

腔から放出されていたものの，萼部内に留まっていた．

約 10 分後，萼部外に放出されたタナイスの外骨格を確

認した（図 1C）．他の 4 例については，実験当日に捕

獲まで観察し，実験日翌日に外骨格の放出を確認した．

タナイスの捕獲時に，全ての腕を内側に折りたたむ例

も観察された． 

十文字クラゲ類による捕獲行動と消化過程は，

LARSON (1980)により飼育下での Calvadosia corbini 

(LARSON, 1980)によるものが記載されている．同研究は

ナガレモエビ属 Hippolyte の十脚類とヨコエビ類を与

えた時の捕獲行動・消化過程を観察している．LARSON 

(1980)は C. corbini の捕獲行動について，腕を素早く折

りたたむことで萼部内に獲物を取り込む場合と，ナガ

レモエビ類の捕獲時には，触手に粘着したエビを柄部

を大きく曲げることで付着基質に押し付け，飲み込む

まで保持する場合があると記述している．獲物の取り

込み後は，80 分以内に胃腔内にエサ粒子が確認され，

5–10 時間で外骨格の放出が起きたと記載されている．

つまり付着基質への押し付け行動を除くと，今回アサ

ガオクラゲで観察された内容と同様であった． 

エゾナミタナイスの含まれるナミタナイス属 Zeuxo

は，海藻・海草葉上に多産するタナイス類であり，

320,000個体/m2を超える例も知られる（林・神田，2007）．

このことから藻場に住む様々な動物にとって重要な餌

資源となっている可能性が考えられるが，捕食者に関

する情報はほとんど蓄積されていない．エゾナミタナ

イスについては，魚類のアゴハゼ Chaenogobius 

annularis GILL, 1859 の胃内容物から見つかっているほ

か（角井，2015），エゾナミタナイスと同所的に出現す

るウミナナフシ上科等脚類 Paranthura cf. japonica 

RICHARDSON, 1909 による飼育下での捕食が確認されて

おり（KAKUI & SHIRAKI, 2021），本報告は 3 種目の捕食

者の例となる．これまでに十文字クラゲ類によるタナ

イス類の捕食は報告されていないが，エゾナミタナイ

スがアサガオクラゲの利用するホンダワラ類の葉上に

多産することから，自然環境下においてもエゾナミタ

ナイスはアサガオクラゲに餌資源として利用されてい

る可能性が高い． 
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飼育下でのアサガオクラゲによるタナイス目甲殻類の捕食 

摘要 

 

北海道小樽市忍路湾で採集したアサガオクラゲ（刺

胞動物門十文字クラゲ綱）による，飼育下でのエゾナ

ミタナイス（甲殻亜門タナイス目）の捕食を確認した．

これまでに十文字クラゲ類によるタナイス類の捕食は

報告されていないが，エゾナミタナイスがアサガオク

ラゲの利用する海藻（ホンダワラ類）の葉上に多産す

る甲殻類であることから，自然環境下においてもエゾ

ナミタナイスはアサガオクラゲに餌資源として利用さ

れている可能性が高い． 
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図 1. アサガオクラゲの捕獲行動と消化過程．A, アサガオクラゲ，生時．B, C, エゾナミタナイス，生時（B）と消化後（C）

のメス個体．D–J, エゾナミタナイスがアサガオクラゲの触手に触れ，折りたたまれた腕により萼部内部に取り込まれる様子．

写真下の時間は Dからの経過時間．K–M, 胃腔内のタナイス（それぞれ捕獲後約 20分，2時間，4時間）．ar, 腕; cl, 萼部; gf, 胃

糸; pe, 柄部; te, 触手．矢印，エゾナミタナイス．動画は Figshareに登録・公開（KAKUI, 2021）． 

 

Fig. 1. Feeding behavior and digestion in Haliclystus tenuis. A, Haliclystus tenuis, living animal. B, C, Zeuxo ezoensis, female 

before (B) and after (C) digestion. D–J, behavioral sequence of feeding in H. tenuis. Zeuxo ezoensis (black arrows) comes close 

to tentacles of H. tenuis (D, E); immediately after Z. ezoensis touches the tentacles, H. tenuis rapidly folds its arms inward and 

traps Z. ezoensis inside the calyx (F–J). Elapsed time from D (in seconds) is indicated under each panel. K–M, Z. ezoensis 

(white arrows) in gastric cavity of H. tenuis, 20 min (K), 2 hours (L), and 4 hours (M) after capture. ar, arm; cl, calyx; gf, gastric 

filament; pe, peduncle; te, tentacle. The video recording of this feeding behavior has been deposited in the figshare repository 

(KAKUI, 2021). 


